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平成２２年４月２０日 

 

 

 

全国初の水素関連製品開発支援機関 

『水素エネルギー製品研究試験センター』開所 ！ 

～水素エネルギー・新産業の育成・集積の中核拠点 いよいよ始動～ 

○ 福岡県・福岡水素エネルギー戦略会議 ※１では、① 九州大学を中核とした世界最

先端の研究開発、② 「福岡水素タウン」※２や「水素ハイウェイ」※３、「北九州水

素タウン」※４の先導的な社会実証、③ 全国唯一の水素人材育成、④ 水素エネルギ

ー新産業の育成・集積、⑤ 世界最先端の水素情報拠点の構築を柱とした「福岡水素

戦略（Hy
ハイ

-
－

Life
ラ イ フ

プロジェクト）」を展開しています。 

○ 水素エネルギー産業を育成するには、高圧水素ガス環境下で使うバルブやセンサ

などの各種関連製品の低コスト化、高性能化を図ることが重要です。また、企業が

水素エネルギー分野に新規参入するためには、高圧水素ガスを用いて製品試験を行

い、自社製品の性能、信頼性を証明することが不可欠です。 

○ このたび、水素エネルギー新産業の育成・集積を図る中核拠点として、産業界待

望の水素関連製品の開発を支援する全国で初の施設となる『水素エネルギー製品研究

試験センター(HyTReC
ハイトレック

)』が開所します。４月２８日（水）、橘高
きったか

九州経済産業局長、

松本糸島市長を迎え、開所式及び内覧会を行います。 

○ センターは、1,000 気圧級の高圧水素を取り扱う高圧水素試験室、超高圧の水圧を

使った破裂・耐久試験室、振動試験室など１２の独立した試験室のほか、試験治具を

加工する工作室、試験後の製品の状態を評価する分析室等の充実した設備を備え、こ

れまで国内での実施が困難であった高圧水素ガスを使った製品試験を行います。 

○ これまでは、高圧水素ガスによる製品試験は、高額な初期投資を必要とするため、

一部の大手企業が試験装置を自社で導入する以外は、海外への試験発注が一般的で

した。このセンターの開所により、費用面だけでなく技術情報漏洩の面からも中小

・ベンチャー企業にとっては、水素エネルギー分野への参入が容易になり、水素エ

ネルギー研究及び製品開発の進展が期待できます。 

○ 県・戦略会議は、同センターをはじめ、九州大学や産業技術総合研究所水素材料

先端科学研究センターと連携し、水素エネルギーの開発促進、水素エネルギー新産

業の育成・集積を通じて、世界に先駆けて水素エネルギー社会を実現していきます。 

商工部新産業・技術振興課 
（福岡水素エネルギー戦略会議事務局） 

内 線：３７３５，３７３６ 
直 通：６４３－３４４８ 

担 当：水素班 平野、杉本 
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※※※※１１１１：：：：福岡水素福岡水素福岡水素福岡水素エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議    

水素の製造、輸送・貯蔵から利用までの一貫した研究開発や社会実証、全国唯一の人材育成など

に取り組む全国最大の産学官連携組織（2004 年 8月発足）。 

2010 年 3月末現在、５８０企業・機関が会員として参加。 

会長は、新日本製鐵株式会社 黒木啓介（くろき けいすけ）代表取締役副社長 

 

※※※※２２２２：：：：福岡水素福岡水素福岡水素福岡水素タウンタウンタウンタウン    

水素家庭用燃料電池を集中的に設置する世界最大の「水素タウン」。 

新日本石油株式会社、西部ガスエネルギー株式会社と共同で、糸島市の南風台（みなかぜだい）

団地・美咲が丘（みさきがおか）団地の１５０世帯を対象にＬＰガスを燃料とする水素家庭用燃料

電池を設置。約７年間にわたり、省エネ効果などを検証する。 

水素家庭用燃料電池を１００世帯超の規模で集中設置するのは世界初の取り組み。 

 

※※※※３３３３：：：：水素水素水素水素ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイ    

福岡～北九州間において、次世代自動車として期待される水素燃料電池電気自動車・水素エンジ

ン車の実証走行を可能とするため、「九州大学水素ステーション（福岡市西区元岡，九州大学伊都

キャンパス内）」「北九州水素ステーション（北九州市八幡東区東田）」を整備。 

  ｢水素・燃料電池実証プロジェクト（ＪＨＦＣプロジェクト）｣と連携して、水素供給並びに普及

啓発活動を実施。 

  国等と連携して、将来的には、東京への延伸を目指す。 

 

※※※※４４４４：：：：北九州水素北九州水素北九州水素北九州水素タウンタウンタウンタウン    

北九州水素ステーションを核に、副生水素を本格利用する世界初の次世代型水素エネルギーモデ

ル都市。 

・都市ガスの代替燃料として、副生水素を地域にパイプライン供給。 

・純水素型の定置用燃料電池を一般住宅等で利用する他、FC フォークリフト、FC 自転車などの

小型移動体を実証。 

水素供給・利用技術研究組合が実施する経済産業省補助事業「水素利用社会システム構築実証事

業」と連携 

 

※※※※５５５５：：：：公益財団法人公益財団法人公益財団法人公益財団法人    水素水素水素水素エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー製品研究試験製品研究試験製品研究試験製品研究試験センターセンターセンターセンター    

水素エネルギーの開発促進、水素エネルギー新産業の育成・集積を図る中核機関として、2009

年 3月 6 日設立。 

所 在 地 福岡県糸島市富９１５－１ 

基本財産 １５０百万円（福岡県１５０百万円） 

主な役員 理事長（センター長） 渡邊正五（わたなべ しょうご） 

元(財)日本自動車研究所 ＦＣ・ＥＶセンター長 

理事（副センター長） 菊川重紀（きくかわ しげき） 

事業内容 試作品等に関する製品試験 

製品試験方法の開発 

水素関連製品の開発 

セミナー・広報活動 
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『『『『水素水素水素水素エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー製品研究試験製品研究試験製品研究試験製品研究試験センターセンターセンターセンター（（（（HyTReCHyTReCHyTReCHyTReC
ハイトレック

））））』』』』    

（（（（HyHyHyHydrogen Energy drogen Energy drogen Energy drogen Energy TTTTest aest aest aest and nd nd nd ReReReResearch search search search CCCCenterenterenterenter））））    
 

 

建 設 地 糸島市富９１５－１（糸島リサーチパーク） 占有面積約 5,300 ㎡ 

施  設 

試験棟試験棟試験棟試験棟〔ＲＣ〔ＲＣ〔ＲＣ〔ＲＣ造平屋建造平屋建造平屋建造平屋建））））    

高圧水素試験室(5 室),低圧水素試験室(4 室),振動

試験室(1 室),水加圧試験室（1 室）、破裂・耐久試

験室（1 室） 計１２室 

分析室、工作室、集中監視室 

 

事務棟事務棟事務棟事務棟〔ＲＳ〔ＲＳ〔ＲＳ〔ＲＳ造造造造２２２２階建階建階建階建〕〕〕〕    

 事務室、セミナー室等 

試験設備 

燃料電池自動車、水素ステーション等に用いられる複

合容器、弁、バルブ、継手、センサなどを対象として

耐久性試験、圧力サイクル試験、破裂試験等を実施す

る設備 

延床面積約 2,000 ㎡ 

 

総工費 約 14 億円 

 

 

○○○○    開所開所開所開所式式式式    

 日  時：平成２２年４月２８日（水） １１：００～１１：４０ 

 場  所：糸島市富９１５－１（糸島リサーチパーク） 

 主  催：公益財団法人 水素エネルギー製品研究試験センター（HyTReC） 

 次  第 ・開  会 

      ・挨  拶 主催者挨拶 HyTReC   渡邊正五 理事長 

            知 事 挨 拶  福岡県   麻生 渡 知事 

            来 賓 挨 拶  経済産業省 橘高 公久 九州経済産業局長 

                  糸島市   松本 嶺男 市長 

                  福岡水素エネルギー戦略会議 

村上 敬宜
ゆきたか

 副会長 

      ・来賓紹介 

      ・祝電紹介 

      ・テープカット 

・閉  会 

 

○○○○    内覧会内覧会内覧会内覧会    

      ・センター概要説明 

      ・施設見学 








